


重合分子の鎖までも断ち切る植物性酵素ベース

の燃料改質パワー
―従来の
*界
面活性剤タイプとは一線を画す高機能です

LUBIRICONは 、界面活性剤のようないわば「小手先の手段」で燃料の流動性だけを図るものと異な

り、葉緑素を主体とした植物性活性酵素成分がミク回のレベルで強力な化学作用を起こし、改質力

を発揮するものです。従来は困難とされていた重合分子の鎖そのものを断ち切り、本当の意味での

「燃料改質」を確実に、効果的に行ないます。

*界面活性タイプの添加剤を加えた燃料では多数の トラブルが報告されており、機関メーカーによっては界面活性剤添加の燃料に起因する
トラブルはメーカー保証から除外されてしまいます。

燃焼前、燃焼中、燃焼後の全プロセス

を通じて最大限の効果を発揮します。
添加による改質とともに酸素を多量に取り込んだ燃料は燃焼に最も適し

た状態を保つようになります。最適化された燃料は燃焼の改善を実現す

るとともに、低温度での完全燃焼を達成します。さらに高度な分解力はス

ラッジの減少にも及び、、排気ガスをクリーンにします。燃費向上の実現

はもちろん、機関全体が清浄に保たれることにより、クリーニングも容易と

なり、保守点検のコスト軽減にも貢献します。

重合体(ポリマー)を単量体(モノマー)に分割
試験機関 :香港生産力促進局

HOng Kong Productivity Counc‖

燃焼改善。低温度で完全燃焼
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スラツジ減少、機関を清浄に

保ち、排気ガスをクリーンに
します。

果報告日 :2006年 10月 23日

ディーゼルオイルーA l12M添加剤入り
ディーゼルオイルー添加斉」なし
重油―A l12M添加剤入り
重油一添加斉Jなし
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―日本海事検定協会試験で
スラッジ分散性の報告
政府公認の試験機関、社団法人日本海事検定協会によ

り実施されたスラッジ分散性試験
*に
より、LUBRI()()l■ T

A‐ l12Mを投入した燃料油では、スラッジ成分 (固形物 )
が無くなっていることが確認され、燃料中のスラッジを分

散 (溶解 )させる効果があるものと判断されました。

*この検査は、日本適合性協会 (」 AB)に よって認定された (財 )日本海事協会品質システ
ム審査登録 (Qualた yNK)によつて、lS09001/」 ISQ9901へ の適合が登録されている品質シ
ステムの下で実施されたものです。

LIJIBRI〔〕〔DN A‐ 112M含有の植物成分酵素による
驚異の燃料改質力
①LIJ]BRI()()NA口 l12Mの主成分が酸素を大量に取り込む働きをします。

②分子重合の鎖を解き、燃焼しやすい単量体の分量を増加します。

③上記反応時に水分を消費します。難燃物である含有水分を低下させます。

④バナジウムと反応し、バナジウム腐食を大幅に低減します。

良質油に改質された燃料は、スラッジの減少、着火・

燃焼条件の改善により、様々なメリットを生み出します。
①タンク内口管内ロフィルターロ清浄機、におけるスラッジ析出の減少、トラブルも解消し、保守作業の

軽減をもたらします。

②燃料噴射の向上、着火口燃焼条件の改善により、排気温度の上昇を伴わず、低温のまま完全燃焼

を達成します→大きな省エネルギー効果をもたらします。

③燃焼室の堆積物を減少させ、既存の堆積物も徐々に燃焼にともない除去します。さらにバナジウム

腐食も防ぐため、定期開放保守作業の期間延長(新替えパーツ経費の節減)が可能になります。

④過給機の汚れを防ぎ、長期無開放運転を可能にします。過給機の良好な機能が完全燃焼の遂行

をさらに確実なものとします。

⑤煙道の煤堆積を減少させるとともに、エアブローだけで容易に除去可能なソフトなものとなります。

⑥煙突からの黒煙発生防止、煤の降下を防止、PM(公害成分)排出量も軽減します。

⑦機関室の廃油コントロールの煩雑さを軽減(廃油の少量化、燃焼処理が容易となり、エマルジョン

廃油でないため油水分離器での処理に問題なし)。 PSC規制の対応を容易にします。



排気中の粉じん(PM)濃度が平均70%以上の減少
LIJBRI(〕〔)NA‐ l12Mの投入により、排煙が無色透明になりました。

主機稼動中でも煙はほぼ透明。煙道も含め

煤などの内部汚れが一掃されている。

LIJIBRI(〕()NA‐ H2M添加前 日添加後の測定結果比較
株式会社島津テクノリサーチ 計測部門により、M社カーフェリーS丸の排気分析が実施され、実験投入後、排気中
のカーボン粉じん(PM)の大幅な減少が確認されました。さらに本船でも省エネ効果が確認されています。

投入後3ヶ月

黒煙は白煙に変化している。

投入前

投入前、黒煙が連続的に排出される。

投入後7ヶ月

沢1定分析 :株式会社島津テクノリサーチ

測定位置 沢1定 日
窒素酸化物

NOx
(ppm)

二酸化炭素

CO
(%)

硫黄酸化物

SOx

rppm)

総粉じん濃度

(ゴm3)

アンダーセン粉じん濃度

総粉じん

(g/m3)

粉じん粒径
10μ m以上

(g/m3)

扮じん粒径
10μ m未満

(g/m3)Stalting Runing

主機駆動
エンジン

平成 17年 5月 10日 6 710 010

平成17年 8月 1日 6

低減率(%) 35% 0% 14% 21% 770 790 50% 8000

発電機N02

平成 17年 5月 10日 5 013 0013 0120

平成17年 8月 1日 5 0038 0003

低減率(%) 14% 0% 38% 6500 64% 77 0 6300

ボイラー

平成 17年 5月 10日 11

平成17年 8月 1日 11 005 0191 0157

低減率 (%) 0ツ8 0% 8% 9000 76% 8000

・3機ともに総じて総粉じん(ダスト濃度)・アンダーセン粉じん濃度共に明確な低減が見られる。
・概ね総粉じん(ダスト濃度)は 6割から9割もの低減率が見られる。
・総粉じんについて、主機エンジンは出航立ち上げ時の低減率は僅かであるが、定常時には約8割の低減が見られる。
・ボイラーでは、総粉じんとしては低減、また人体、環境中にも有害とされるPM(10ミクロン以下のダスト)が低滅されている事から、総合的には低減有りと判断
できる。



A‐ H2M添加後
燃料タンク内の堆積物が消滅

燃焼室の汚れが減少し、開放インターバルが延長
排気系統の汚れ減少

投入実験船機関長による結果報告 (MttPCC C号 )

崚 1燃焼室0汚れ繊 1瀾臓イン‐ ′ヽルが延長



燃焼改善と省エネルギー効果
実験船4隻 (自動車専用船)による2年半の実績で、顕著な

データを記録、LIJ]BRI()()NA口 112Mの効果が実証され
ました。

①最高燃焼圧力の上昇

②出力上昇にともなう排気温度の上昇がない

③燃料消費実績、平均3.9%減 (実験船4隻の平均値)を確認

プロッティンググラフ
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験船データ2年半プロッティング例)

粗悪油受け取り時の緊急対策に効果ノ
LIJIBRI〔〕C)NA‐ H2Mを投入

∫粗悪バンカー受け取りによるトラブルを解決しました。

「Rotterdam,」 ackson宙 |le積みの性状不良、燃焼不良の

FOをそれほど大きな問題も残さず使用出来たことは、
LIJヨBRH()()NA‐ 112Mの絶大な効果だと思っています」

(採用船機関長報告)

A‐ l二2M

販売代理店 ‖鱚警S=レジエアt井ン電露
〒麒
T直

「
A

５
一
１

３

１

一

ｏ
ｌ

９

２

４

■

東

〓
〓

田

一■

象

輌
ｒ

区

７
７
輔０倒
鞭］帥

TAK
四角形

SHIGE
テキストボックス
1
重松テック株式会社

〒790-0947 愛媛県松山市市坪南 1-8-10-605
TEL.089-993-6247　FAX.089-993-6248
URL.https://shigematsu-tech.com/





